分析化学講習会の活性化に向けて
関東支部長　横浜薬科大学　望月直樹
	関東支部の皆様には、益々のご健勝のこととお慶び申し上げます。
関東支部は、産業、教育、研究が集約している東京首都圏を含む1都8県（東京、神奈川、千葉、茨城、埼玉、群馬、栃木、山梨、新潟）で構成されています。学会全体の会員数約6200名のうち、関東支部会員数は約2900名であり、分析化学会における最大の支部です。学会本部が東京にある為、関東支部の活動が会員の方々には見えにくいところがありますが、分析化学講習会や地区分析技術交流会を積極的に開催し、地域と密着した分析化学の普及や啓蒙活動を推進しています。
7年前、当時支部長でいらした角田先生（群馬大学）から、企業の目線で支部財政を立て直してほしいと、当時アサヒビール(株)研究所長であった私に声が掛かりました。それ以来6年間に渡り、関東支部副支部長として講習会の活性化に務めてまいりました。就任時は受講生の少ない講習会も多くありましたが、講習会ごとに明確な予算管理を行い、損益分岐点を考えることで、黒字化が達成されました。最も重要な取り組みは、担当されていた先生方のご努力で、講習会を吟味し、内容の大幅なクオリティーアップを図ったことです。講習会は毎年恒例の大きなイベントであり、時代の流れを汲みとりながら、講習会に寄せる会員の期待に応えていくことを心掛けました。最近では、開催する講習会は、締め切り前に満員となる盛況ぶりで、関東支部の財政も安定化してきました。

現在関東支部は、機器分析講習会と基礎分析講習会を開催しています。前者はICP発光及び質量分析（6月）、HPLC、LC/MS分析（7月）、食品分析（11月）、環境分析（2月）の4コース、後者には化学分析実習（8月）と機器分析実習（2月）の2コースがあります。こうした講習会を毎年東京や横浜で開催できることは、関東支部ならではのことであり、全国から受講生にお越しいただいています。ここに改めて、講習会に情熱を持ってご指導いただいている産官学の第一人者の先生方、そして会場や分析機器を提供していただいている企業や大学の先生方に、深く感謝を申し上げます。

分析化学は、どの分野でも技術の根幹をなす重要な学問ですが、近年企業内の分析現場では熟練者が減り、若手の教育が行き届かくなっています。さらに分析機器が急速な進歩を遂げたことで、その原理を十分理解しなくても容易に操作できる様になりました。このような時代だからこそ、分析講習会のニーズは高くなっています。講習会の目的は分析化学技術者の人材を育成することで、参加者の多くは企業会員です。特に初心者から初中級者には好評をいただいていており、分析機器の原理や操作の基礎を学びたい方、弱点を補強したい方、改めて原理原則を復習したい方に、お勧めの講座です。
分析講習会の活動は、会員の皆様の御協力で成り立っています。分析化学会の会員数が減少するなかで、会員にとって学会をより魅力的にすることが重要と考え、関東支部の職務に取り組んでまいりました。支部活動を通して、今後も学会が益々発展していくことを祈念しております。


